


「道路土工－切土工・斜面安定工指針」の訂正
【最終更新日：2022年１月６日】

箇所 修正前 修正後
p.298
下から４行目

T ｃ：補強材と注入材の許容付着応力 τｃ：補強材と注入材の許容付着応力



切土工・斜面安定工指針の訂正

箇所 修正前 修正後

p.237 解表8-5 
「シャリンバイ」

の「備考」の欄

耐陰性が高い。発芽・生育に・・・・ 「耐陰性が高い。」を削除。

発芽・生育に・・・

p.399 下から５

行目

γ1＝18kN／ｍ2 γ1＝18kN／ｍ3 



切土工・斜面安定工指針の訂正 

箇所 修正前 修正後 

p.214

解表 8-4 

「種子散布工」の

「地質」の欄 

主に土砂（土壌硬度 23mm以下）

の盛土のり面で用いる。 

土砂（土壌硬度 23mm 以下）で

用いる。 

p.214

解表 8-4 

「種子散布工」の

「備考」の欄 

・一般には，材料に色粉を混入

して・・・・ 

・除伐・追肥が・・・・ 

・緑化目標が・・・・ 

・乾燥対策として・・・

・主に盛土のり面で用いる。 

・一般には，材料に色粉なを混

入して・・・・ 

・除伐・追肥が・・・・ 

・緑化目標が・・・

・乾燥対策として・・・

p.215

解表 8-4 

「客土吹付工」の

「地質」の欄 

同左，及び礫質土の盛土のり面

に用いる。 

同左，及び礫質土に用いる。 

p.215

解表 8-4 

「植生基材吹付

工（厚層基材吹付

工）」の「勾配」

の欄 

１：0.5（木本類を用いる場合は

１：0.6）より緩勾配注 2），主に，

切土のり面に用いる。 

１：0.5（木本類を用いる場合は

１：0.6）より緩勾配注 2） 





切土工・斜面安定工指針の訂正 

 

箇所 修正前 修正後 

p.352 

解図 10-10 (b）

ポケット式落石

防護網の場合 

＜フロー内＞ 

可能吸収エネルギー計算 

① 金網の吸収エネルギー 

② ワイヤーロープ 〃 

③ 支柱     〃 

④ 吊りロープ  〃 

⑤ 落石の衝突前後における 

エネルギー差 

＜フロー内＞⑤の削除 

可能吸収エネルギー計算 

① 金網の吸収エネルギー 

② ワイヤーロープ 〃 

③ 支柱     〃 

④ 吊りロープ  〃 

 

 



切土工・斜面安定工指針の訂正 
 
箇所 修正前 修正後 
p.69 解表3-4 
「安定度区分A」
の「道路土工に対

する留意点」の欄 

・・・計画安全率確保できるような・・・ ・・・計画安全率を確保できるような・・・

p.73 ３行目 ②・・・滞水層・・・ ②・・・帯水層・・・ 
p.86 １行目 (6)原位置験 (6)原位置試験 
p.119 
解表5-1 
区分「主として水

に対するもの」の

「応急対策工」の

欄 

・・・・ 
・・・・ 
地下排水件 
・・・・ 

・・・・ 
・・・・ 
地下排水溝 
・・・・ 

p.119 解表5-1 
区分「のり面・斜

面自体の安定に

関するもの」の

「応急対策工」の

欄 

・・・・ 
・・・・ 
坑  工 
・・・・ 

・・・・ 
・・・・ 
杭  工 
・・・・ 

p.119 
解表5-1 
区分「のり面・斜

面自体の安定に

関するもの」の

「備考」の欄 

④木坑・単管・・・ ④木杭・単管・・・ 

p.138 12 行目

（3）砂質土等 
，特に浸食に弱い

土質の場合 

しらす，まさ，・・・・は表面水による・・・

 
しらす，まさ，・・・・は表流水による・・・

 

p.142 
解図6-3 
「あまり片理が

発達していない

もの」の「区分１」

の「岩の見掛け」

の欄 

カンテラ石は全て・・・，まだカンテラ

石等の・・・・。 
カンラン石は全て・・・，まだカンラン

石等の・・・。 

p.145 ８行目 融雪時における表面水の流量は・・・・ 融雪時における表流水の流量は・・・・

p.184 
解図7-8 
(a)～（d）図中４

箇所 

滞水層 帯水層 



p.199 
参図8-1 
「地山の分類」枠

の右側の「NO」

の位置 

p.228 
参図８－３ 
最下段の左から

４つ目の箱内 

種子散布工 
植生マット工 
   注３） 
 

種子散布工 
植生マット工 
 
※注３）を削除 

p.235 
解表8-5 
植物名「ノシバ」

の「備考」の欄 

乾燥に強いが，発芽にか高温・・・ 乾燥に強いが，発芽に高温・・・ 

p.237 
解表8-5 
植物名「ノイバ

ラ」の「備考」の

欄 

痩せ地でもでも良好に・・・ 痩せ地でも良好に・・・ 

p.239 
解表8-5 
植物名「シラカ

シ」の「備考」の

欄 

耐陰性が高い。養分の養分の・・・ 耐陰性が高い。養分の・・・ 

p.273 
参表8-11 
管理目標「低木

林，高木林型の維

持」の「原因，留

意事項」の２つ目

の欄 

・・・・ 
施工がムラある 

・・・・ 
施工ムラがある 

p.278 下から３

行目 
おそれのある場合に用いられるのが，

１：１．０・・・ 
おそれのある場合に用いられ，１：１．

０・・・ 
ｓp.280 １５行

目 
・・流出を押えた・・・ ・・流出を抑えた・・・ 

p.294 下から６

行目のτの説明 
・・・参表８－12・・・ ・・・参表８－16・・・ 

p.304 ７行目 
 
 
 
 
 
 

石張工、ブロック張工は，・・・，のり長

は７ｍ以内がで，・・・。 
石張工、ブロック張工は，・・・，のり長

は７ｍ以内で，・・・。 

移

動

NO



p.309 
解表 8-15「現場

打ちコンクリー

ト枠工，吹付枠

工」の「枠下部の

空洞」の「主な原

因」の欄 

表流水や湧水水による・・・ 表流水や湧水による・・・ 

p.329 下から１

１行目 
集」」で詳しく・・・ 集）」で詳しく・・・ 

p.336 
解表10-3 
調査項目「不安定

度」の項目欄 

変位置 変位量 

p.346 
参表10-1 
目的別対策工種

「礫間充填物（マ

トリックス）や亀

裂間充填物の風

化・浸食・流出防

止工法」の項目欄 

網柵工 編柵工 

p.369 枠(1) 
 

（1）・・・地すべりの発生する恐れのあ

る地域避ける・・・ 
（1）・・・地すべりの発生する恐れのあ

る地域を避ける・・・ 
p.370解表11-1 
「安定度区分A」
の「道路土工に対

する留意点」の欄 

・・・計画安全率確保できるような・・・ ・・・計画安全率を確保できるような・・・

p.376解表11-2 
「岩盤地すべり」

の「予知の難易」

の欄 

非常に困難，緻密は踏査・・・ 
 
 
 

非常に困難，綿密な踏査・・・ 
 
 
 

p.376解表11-2 
「岩盤地すべり」

の「平均的な安全

率」の欄 

大低の場合・・・ 大抵の場合・・ 

p.376解表11-2 
「風化岩地すべ

り」の「主な土塊

の性質（末端部）」

の欄 

巨磔混じり土砂 巨礫混じり土砂 

p.376解表11-2 
「崩積土地すべ

り」の「主な土塊

の性質（頭部）」

及び「主な土塊の

性質（末端部）」

の欄 

磔混じり土砂 礫混じり土砂 



p.376解表11-2 
「粘質土地すべ

り」の「主な土塊

の性質（頭部）」

の欄 
 
 

巨磔または磔混じり土砂 巨礫または礫混じり土砂 

p.376解表11-2 
「粘質土地すべ

り」の「主な土塊

の性質（末端部）」

の欄 
 

粘土または磔混じり土砂 粘土または礫混じり土砂 

p.404  下から

13行目① 
①・・・・地表水排除工を実施て，・・・ ①・・・・地表水排除工を実施して，・・・

p.407 解表 11-10
枠外の対策工法 

ｊ：グランウンドアンカー工 ｊ：グラウンドアンカー工 

p.424 ２行目 
 

地すべり対策におけるグランドアンカー

工は，・・・ 
地すべり対策におけるグラウンドアンカ

ー工は，・・・ 
p.424 下から６

行目 
また，杭やシャフトの頭部等にグランド

アンカー工を・・・ 
また，杭やシャフトの頭部等にグラウン

ドアンカー工を・・・ 
p.425 8行目 
 
 

アンカーの計算式は（式（参８－１，１

１－４），式（参 8－２，１１－５））を

用いる。 

アンカーの計算式は，式（参８－１，１

１－４），式（参8－２，１１－５）を用

いる。 
p.429 （ⅴ） 
２行目 

・・有毒ガス濃度の確認し・・・ ・・有毒ガス濃度を確認し・・・ 
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